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最
近
登
校
中
の
児
童
の
列
に
車

が
突
っ
込
む
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
危

険
箇
所
の
掌
握
対
策
は
、
万
全
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
文
科
省
の
方
か
ら
県

の
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、
通
学
路
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
の
通
知
が
あ
っ
て
い
ま

す
。
学
校
で
は
、
危
険
箇
所
の
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
校
内
の
廊
下
に
提
示
す
る
等
し

て
児
童
生
徒
の
注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
る

な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

安
全
確
保
の
為
に
、
登
校
あ
る
い
は
下
校

中
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と

指
導
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
っ
て

い
く
よ
う
に
務
め
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
市
に
お
け
る
、
小
児
ア
レ
ル

ギ
ー
の
実
態
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
を

保
有
し
て
い
る
園
児
は
18
名
で
す
。

　
　
　
　
「
保
育
所
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

沿
っ
た
研
修
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。
今
後

ど
の
よ
う
に
計
画
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基

に
市
内
12
園
中
、
公
立
保
育
園
４
園
に
つ

い
て
阿
蘇
市
の
管
理
栄
養
士
が
毎
月
献
立

を
作
成
し
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
民
営
化

さ
れ
た
宮
地
そ
れ
か
ら
内
牧
、
黒
川
保
育

園
の
３
園
に
つ
い
て
も
検
証
の
意
味
も

あ
っ
て
本
年
度
ま
で
参
考
と
し
て
配
布
し

て
お
り
ま
す
。
年
２
回
の
研
修
会
に
参
加

し
、
持
ち
帰
っ
て
、
全
体
研
修
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
研
修
会
に
参
加
し
て
、

食
の
安
全
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

他
に
、「「
阿
蘇
ゆ
る
っ
と
博
」
１
年
間

の
分
析
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」、

「
単
身
高
齢
者
に
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ド

配
布
を
」、「
軽
度
・
中
度
難
聴
児
の
補
聴

器
購
入
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
」
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

（17）

森　元　秀　一

　
　
　
　
合
併
後
の
阿
蘇
市
の
人
口
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
年
間
で
１
７

７
０
人
の
減
少
、
十
年
後
の
推
定
人
口
は

２
５
９
９
３
人
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
農
業
生
産
年
齢
人
口
の
推
移
は
。

ま
た
十
年
後
の
予
測
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
17
年
１
５
７
３

人
、
平
成
22
年
１
０
２
６
人
、
十
年
後
推

定
６
６
５
人
で
す
。

　
　
　
　
農
業
後
継
者
が
減
少
し
て
い
る

中
、
生
産
額
、
所
得
の
推
移
は
。

　
　
　
　
　
　
平
成
18
年
度
48
億
円
、
平

成
22
年
51
億
円
、
個
人
所
得
平
均
で
１
４

６
万
円
で
す
。

　
　
　
　
農
業
生
産
年
齢
人
口
確
保
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
規
模
拡
大
を
前
提
に
、

兼
業
と
専
業
を
分
け
て
構
造
的
に
見
直
す

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
大
規
模
化
よ
り
も
一
年
通
し
て

農
地
を
利
用
し
収
入
を
倍
増
す
る
為
の
作

物
、
生
産
技
術
を
研
究
す
る
組
織
が
必
要

と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
冬
場
を
利
用
し
て
収

益
を
上
げ
る
研
究
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
既
成
概
念
を
捨
て
露
地
栽
培
に

適
し
た
作
物
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
露
地
栽
培
に
は
収
益
率
の

問
題
と
他
産
地
と
の
競
争
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
を
含
め
て
冬
場
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
過
去
を
含
め
お
互
い
知

恵
を
出
し
年
間
働
け
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る

し
か
な
い
。
将
来
性
の
あ
る
作
物
は
ま
だ

あ
る
。
経
営
と
し
て
も
成
り
立
つ
。
し
か

し
お
互
い
勉
強
し
て
行
か
な
い
と
前
に
進

ま
な
い
と
思
い
ま
す
。

町
村
合
併
後
の
人
口
推
移
は

子
育
て
支
援
、
街
づ
く
り

髙　宮　正　行

森
元

森
元

岩
下
教
育
部
長

健
康
福
祉
課
長

森
元

城
健
康
福
祉
課
長

児童の通学風景

髙
宮

髙
宮

本
山
農
政
課
長

渡
邊
経
済
部
長

髙
宮

農
政
課
長

髙
宮

髙
宮

通
学
路
の
安
全
対
策
は
、
万
全
か

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
に
つ
い
て

宮
川
副
市
長

経
済
部
長

髙
宮

渡
邊
経
済
部
長

橋
本
市
民
環
境
課
長

トマトハウスの風景

報
告
第
５
号　

専
決
処

分
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
６
号　

平
成
23

年
度
阿
蘇
市
国
民
健
康

保
険
阿
蘇
中
央
病
院
事

業
会
計
継
続
費
精
算
報

告
書
に
つ
い
て

承
認
第
１
号　

専
決
処

分
し
た
阿
蘇
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

承
認
第
２
号　

専
決
処

分
し
た
阿
蘇
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

承
認
第
３
号　

専
決
処

分
し
た
平
成
23
年
度
阿

蘇
市
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

承
認
第
４
号　

専
決
処

分
し
た
平
成
23
年
度
阿

蘇
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て

承
認
第
５
号　

専
決
処

分
し
た
平
成
23
年
度
阿

蘇
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

承
認
第
６
号　

専
決
処

分
し
た
平
成
23
年
度
阿

蘇
市
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

　

第
３
回
臨
時
会
に
お
い

て
審
議
さ
れ
た
案
件
の
経

過
と
結
果
に
つ
い
て
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

　

公
用
車
の
物
損
事
故
に

つ
い
て
示
談
が
成
立
し
た

の
で
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
基
づ
き
専
決
処
分
し

た
こ
と
に
よ
る
報
告
。

　

資
本
的
支
出
予
算
に
係

る
継
続
費
が
継
続
年
度
を

終
了
し
た
の
で
、
地
方
公

営
企
業
法
施
行
令
の
規
定

に
基
づ
く
報
告
。

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
緊
急
に
条
例
改

正
が
必
要
に
な
っ
た
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
専
決
処
分
し
、
そ

の
承
認
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
次
の
質
疑
が
あ

り
、
本
案
は
承
認
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　

今
回
の
税
条
例
改

正
の
主
な
要
点
を
具
体
的

に
。
　
　
　

東
日
本
大
震
災
に

係
る
改
正
以
外
で
は
、
固

定
資
産
税
、
住
民
税
の
改

正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
、
固
定
資

産
の
価
格
を
見
直
す
評
価

替
え
年
度
に
あ
た
り
ま
す

が
、
基
準
年
度
と
な
る
今

年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま

で
適
用
さ
れ
る
改
正
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
こ
れ
ま
で
も
実
施

さ
れ
て
き
た
住
宅
用
地
に

対
す
る
課
税
標
準
額
の
軽

減
が
延
長
さ
れ
、
住
宅
用

地
の
負
担
水
準
の
取
扱
い

が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
住
民
税
に
つ
い
て

は
、
年
金
所
得
者
の
申
告

手
続
き
を
簡
略
化
す
る
た

め
の
改
正
が
行
わ
れ
て
お

り
、
内
容
的
に
は
、
平
成

25
年
１
月
１
日
以
後
に
支

払
わ
れ
る
公
的
年
金
等
に

つ
い
て
、
源
泉
徴
収
税
額

の
計
算
に
寡
婦
（
寡
夫
）

控
除
に
係
る
申
告
が
不
要

と
な
る
も
の
で
す
。

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
緊
急
に
条
例
改

正
が
必
要
に
な
っ
た
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
専
決
処
分
し
、
そ

の
承
認
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
本
案
に
つ
い
て
は

特
段
質
疑
・
意
見
等
は
な

く
、
承
認
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

企
画
振
興
課
所
管
分

　
　
　

繰
越
明
許
費
補
正

の
中
央
公
園
整
備
委
託
事

業
で
、
５
０
０
万
円
の
繰

越
が
あ
る
。
こ
れ
は
12
月

の
補
正
で
増
額
し
た
分
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
そ

の
説
明
を
。

　
　
　

こ
の
補
正
に
関
し

て
は
、
本
年
２
月
の
臨
時

会
で
承
認
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
公
園
整
備

に
関
し
ま
し
て
、
受
託
者

の
Ａ
Ｓ
Ｏ
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト

が
、
会
社
全
体
で
経
費
抑

制
に
努
め
、
当
初
計
画
よ

り
安
く
仕
上
げ
て
頂
い
た

の
で
、
公
園
内
の
未
整
備

部
分
の
整
備
の
た
め
に
こ

の
ま
ま
繰
り
越
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
専
決
処
分
と
し

て
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
　
　

い
こ
い
の
村
の
厨

房
機
器
一
式
、
購
入
を
や

め
た
理
由
は
。

　
　
　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
の
ト
イ
レ
の
改
修
を
優

先
さ
せ
、
厨
房
機
器
の
購

入
に
関
し
て
は
、
職
員
の

工
夫
に
よ
り
対
処
す
る
と

の
申
し
出
が
あ
り
、
今
回

不
用
額
と
し
て
落
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
議
を

経
た
結
果
、
本
案
は
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

本
案
件
は
、
歳
入
予
算

額
の
確
定
に
伴
う
財
源
調

整
で
あ
る
と
の
、
下
水
道

課
長
の
補
足
説
明
が
あ

り
、
特
に
質
疑
・
意
見
等

も
な
く
承
認
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
案
件
も
、
歳
入
額
の

確
定
に
伴
う
財
源
調
整
で

あ
る
と
の
、
健
康
福
祉
課

長
の
補
足
説
明
が
あ
り
、

特
に
質
疑
・
意
見
等
も
な

く
、
承
認
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

本
案
件
も
、
歳
入
額
の

確
定
に
伴
う
財
源
調
整
で

あ
る
と
の
、
高
齢
者
支
援

課
長
の
補
足
説
明
が
あ

り
、
特
に
質
疑
・
意
見
等

も
な
く
、
承
認
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

答 問

答 問

答 問

平
成
24
年
４
月
23
日

阿
蘇
市
議
会
第
３
回
臨
時
会
の
経
過
と
結
果
の
報
告
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議
員
は
、
住
民
か
ら
選
ば
れ
、
そ

の
代
表
者
と
し
て
議
会
の
構
成
員
と

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
議
員
の
一
言

一
句
は
、
住
民
の
意
見
で
あ
り
、
住

民
か
ら
の
声
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で

あ
り
、
議
員
が
行
う
質
疑
・
討
論
は
、

住
民
の
疑
問
で
あ
り
意
見
で
あ
り
、

表
決
に
お
い
て
投
ず
る
一
票
は
、
住

民
の
立
場
に
立
っ
て
の
真
剣
な
一
票

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
憲
法
第
15
条
で
「
公
務
員
は
、
全

体
の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
一
部
の
奉

仕
者
で
は
な
い
。」
と
定
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
議
員
は
住
民
全
体
の
代

表
者
で
あ
り
、
奉
仕
者
で
あ
る
。

　
議
員
自
身
の
判
断
は
、
全
体
の
代

表
者
で
あ
り
、
奉
仕
者
で
あ
る
と
い

う
全
体
的
立
場
に
立
っ
て
の
「
一
般

的
な
意
思
」に
よ
る
も
の
。ま
た
、反
面
、

選
挙
に
於
い
て
自
ら
の
選
挙
母
体
と

な
っ
た
地
区
な
り
組
織
の
立
場
に

立
っ
て
の
「
文
化
的
な
意
思
」
に
よ

る
も
の
の
二
つ
の
側
面
を
有
す
る
。

議
員
と
し
て
は
、
こ
の
二
つ
の
側
面

か
ら
の
判
断
が
合
致
す
れ
ば
問
題
な

い
が
、
相
反
し
、
矛
盾
す
る
場
合
の

判
断
が
大
事
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

場
合
、
議
員
た
る
者
、
自
己
の
内
部

に
お
い
て
こ
れ
を
調
整
統
合
し
、
昇

華
す
る
責
務
を
有
す
る
と
理
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
日
、
地
域
社
会
は
、
激
動
す
る

社
会
情
勢
の
中
で
、
日
々
進
展
し
変

革
し
て
い
る
か
ら
議
会
も
行
政
も
的

確
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
議
員
が
た
だ
単
に
、

住
民
の
声
と
心
を
代
表
し
、
代
弁
す

る
だ
け
の
役
割
に
終
始
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
一
歩
踏
み
出
し
て
、
常
に

住
民
の
中
に
飛
び
込
み
、
住
民
と
対

話
を
重
ね
、
住
民
の
悩
み
と
声
を
く

み
取
り
な
が
ら
議
論
を
重
ね
て
調
査

研
究
を
進
め
、
住
民
全
体
の
福
祉
の

向
上
と
地
域
社
会
の
活
力
あ
る
発
展

を
目
指
し
て
、
時
に
は
住
民
に
訴
え
、

時
に
は
住
民
を
指
導
し
、
そ
の
実
現

に
積
極
的
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る【

以
上
、
議
員
必
携
よ
り
抜
粋
】

　
　
　
　
区
長
さ
ん
か
ら
波
野
支
所
を
通

し
て
提
出
さ
れ
た
部
落
事
業
計
画
要
望
書

の
取
扱
い
対
応
は
、
ど
う
さ
れ
て
い
る
の

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
部
落
事
業
計
画
要
望

書
に
つ
い
て
は
、
区
の
初
会
で
取
り
ま
と

め
て
頂
き
、
１
月
中
を
目
途
に
波
野
支
所

に
提
出
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
波
野
支
所

で
15
行
政
区
分
を
ま
と
め
て
総
務
課
に
提

出
さ
れ
ま
す
が
、
総
務
課
で
は
要
望
書
を

各
担
当
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担
当
課
で
要
望

書
を
精
査
、
必
要
に
応
じ
区
長
さ
ん
の
立

会
い
で
現
地
調
査
確
認
を
し
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
例
年
11
月
ま
で
に
要
望
書
に
対
す
る
回

答
書
を
作
成
し
、
12
月
中
に
区
長
さ
ん
に

結
果
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
要
望
書
に
つ
い
て
、
区
長
ヒ
ア

リ
ン
グ
は
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
各
担
当
課
が
、
必
要
に
応

じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
区
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
、

要
望
の
内
容
を
掌
握
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

要
望
書
で
は
、
道
路
関
係
、
河
川
関
係
、

交
通
安
全
施
設
整
備
関
係
、
消
防
施
設
整

備
関
係
等
が
あ
る
が
、
交
通
安
全
施
設
関

係
と
消
防
施
設
関
係
は
良
く
取
り
組
ま
れ

て
い
る
が
、
道
路
関
係
が
出
来
て
い
な
い
。

建
設
課
長
は
、
こ
の
要
望
書
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
23
年
度
波
野
地

区
の
要
望
箇
所
は
67
ヶ
所
で
２
ヶ
所
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
は
９
ヶ
所

実
施
予
定
で
あ
り
ま
す
。
波
野
地
区
だ
け

で
な
く
、
旧
阿
蘇
町
、
旧
一
の
宮
町
か
ら

も
区
長
要
望
が
あ
り
ま
す
の
で
、
全
体
的

な
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
総
体
的
に

考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
、「
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

に
つ
い
て
」、「
税
の
還
付
請
求
に
つ
い
て
」

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

部
落
事
業
計
画
要
望
書
に
つ
い
て

市　原　　　新

議
員
の
職
責

（３）

市
原

市
原

総
務
課
長

市
原

伊
藤
建
設
課
長

佐
藤
総
務
課
長

市道遊雀－釜割線（中間）道路側溝の状況

災害発生時の未来館 阿蘇中学校冠水状況

高齢者センター被害状況 デイケアセンター被害状況

陳情の様子 畦畔崩壊状況

基幹林道阿蘇東部線状況 瓦礫積み込み状況
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